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平成 27 年 8 月 6 日 

各   位 

株 式 会 社  エ ス ケ ー ア イ 
代表取締役社長 酒 井 昌 也 

（ＪＡＳＤＡＱ：コード番号 ９４４６） 
                        問合せ先 常務取締役管理本部長 

兼経理部長 田川正彦 
電話番号０５２（２６２）４４９９ 

 

平成 27 年 9 月期通期（連結･個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

  

平成 27 年 9 月期（平成 26 年 10 月 1 日～平成 27 年 9 月 30 日）の業績予想について、

平成 26 年 11 月 13 日付当社「平成 27 年 9 月期決算短信」にて公表いたしました業績予想

を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 27 年 9 月期 連結業績予想の修正等 

（１）通期（平成 26 年 10 月 1 日～平成 27 年 9 月 30 日） 

  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ） １６，４１３ ５５６ ５６３ ２３５ ２１．６５円 

今回修正（Ｂ） １６，５００ ７２５ ７３８ ４０３ ３７．１２円 

増減額（Ｂ－Ａ） ８７ １６９ １７５ １６８ １５．４７円 

増減率 ０．５％ ３０．４％ ３１．１％ ７１．５％ ７１．５％ 

（ご参考）前期実績  

（平成 26 年 9 月期） 
１６，２５８ ５３９ ５５６ ３６３ ３３．４７円 

 

 （２）修正理由 

     通期につきましては、平成 26 年 11 月 13 日付で、売上高 164 億 13 百万円、営 

業利益 5 億 56 百万円、経常利益 5 億 63 百万円、当期純利益 2 億 35 百万円の業 

績予想を公表いたしましたが、移動体通信機器の販売台数は前期並に留まったも 

のの、顧客満足度の向上を図った結果、各店舗の総合力と収益性が向上し、各種 

受取手数料の増加に繋がったため、各利益計画を大幅に上回ることが確実な状況 

となりました。 
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また、子会社である株式会社セントラルパートナーズについては、保険契約者

の継続率が改善し、安定収入の確保に繋がっており、業績は着実に計画をクリア

ーできる状況となっている他、子会社であるエスケーアイマネージメント株式会

社についても、各葬儀会館における将来を見据えた積極的な営業活動が奏功し、

各利益計画を上回ることが確実な状況となりました。 

したがいまして、通期につきましては、売上高 165 億円（前回予想比 87 百万円

増）、営業利益 7 億 25 百万円（前回予想比 1 億 69 百万円増）、経常利益 7 億 38

百万円（前回予想比 1 億 75 百万円増）、当期純利益 4 億 3 百万円（前回予想比 1

億 68 百万円増）となる見込みであります。 

 

2．平成 27 年 9 月期 個別業績予想の修正等 

（１）通期（平成 26 年 10 月 1 日～平成 27 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 1 株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ） １４，２８８ ３３８ １４８ １３．６３円 

今回修正（Ｂ） １４，５３５ ４７０ ２８５ ２６．２５円 

増減額（Ｂ－Ａ） ２４７ １３２ １３７ １２．６２円 

増減率 １．７％ ３９．１％ ９２．６％ ９２．６％ 

（ご参考）前期実績  

（平成 26 年 9 月期） 
１４，４０５ ４０１ １８０ １６．５９円 

 

（２）修正理由 

通期につきましては、平成 26 年 11 月 13 日付で、売上高 142 億 88 百万円、経

常利益 3 億 38 百万円、当期純利益 1 億 48 百万円の業績予想を公表いたしました

が、第 4 四半期において、新事業（太陽光発電事業）に対する先行投資は見込ま

れるものの、移動体通信機器販売関連事業では、各店舗での顧客満足度の向上と

総合力アップによる取扱事務量の増加から、各種受取手数料の増収に繋がってお

り、第 4 四半期も計画通り進捗することが予測されるため、各利益計画の上方修

正が必要な状況となりました。 

したがいまして、通期につきましては、売上高 145 億 35 百万円（前回予想比 2

億 47 百万円増）、経常利益 4 億 70 百万円（前回予想比 1 億 32 百万円増）、当期純

利益 2 億 85 百万円（前回予想比 1 億 37 百万円増）となる見込みであります。 

 

以   上 

 

 


